
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

と
は

　

２
０
１
５
年
に
パ
リ
協
定
が
採
択

さ
れ
、
世
界
共
通
の
目
標
と
し
て

①
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
以
前

　

に
比
べ
て
２
℃
未
満
と
す
る

②
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
、
吸

　

収
源
に
よ
る
除
去
量
と
の
プ
ラ
ス

　

マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ

の
２
つ
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
国
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
（
２
０
２
０
年
10
月
）。「
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
」
と
は
、
人
間
の
活
動
に

よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の

量
を
、
森
林
な
ど
が
吸
収
す
る
量
以

下
に
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　気候変動の原因となっている温室効果ガスを削減するには、誰もが無関係ではなくあらゆる人が取り組
む必要があります。将来の世代が安心して暮らせる持続可能な社会をつくるため、私たちができる取り組
みを紹介します。　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問市生活環境課　℡ 0994-31-1115

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

か
の
や
を
宣
言

　

本
市
も
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
な
ど

の
環
境
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
標
と
し
た
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
か
の
や
」
の
宣

言
を
２
月
21
日
に
行
い
ま
し
た
。

できることからできることから
始めてみよう始めてみよう

　2050 年カーボンニュートラルの実現には個人・事業者・行
政それぞれの分野での取り組みが必要です。まずは身近なこ
とから始めてみませんか。

地
球
温
暖
化
と

気
象
災
害
の
発
生

　

世
界
の
平
均
気
温
は
工
業
化
以
前

（
１
８
５
０
～
１
９
０
０
年
）
と
比

べ
て
、
約
１
℃
上
昇
し
て
お
り
、
近

年
で
は
国
内
外
で
様
々
な
気
象
災
害

が
発
生
。
こ
れ
ら
の
原
因
の
一
つ
と

言
わ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
は
、
私
た
ち
の
経
済

活
動
や
日
常
生
活
で
排
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
以
上
の
気
温
上
昇
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
脱
炭
素
）
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
か
の
や
」

～
恵
み
豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
の

子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
～

　

私
た
ち
は
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
と

み
ら
れ
る
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

世
界
各
地
で
発
生
す
る
猛
暑
や
豪
雨
な

ど
か
ら
、
人
々
の
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地

球
温
暖
化
対
策
を
共
に
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
鹿
屋
市
は
、

日
本
の
自
然
百
選
に
も
選
ば
れ
た
照
葉

樹
林
を
含
む
壮
大
な
高
隈
山
系
や
神
代

三
山
陵
の
一
つ
吾
平
山
上
陵
を
有
す
る

山
林
地
帯
が
連
な
る
な
ど
、
温
暖
な
気

候
や
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

引
き
継
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
本
市
も
２
０
５
０
年
ま
で

に
本
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

か
の
や
」
を
目
指
し
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

ゼロゼロカーボンシティカーボンシティ
かのやかのや
を目指してを目指して

本市の年間温室効果ガス本市の年間温室効果ガス
排出量の分野別割合排出量の分野別割合

（H30 排出量カルテより）（H30 排出量カルテより）

年間排出量

579,000579,000  tt
産業部門産業部門

19%19%

業務その他部門業務その他部門
20%20%

家庭部門家庭部門
17%17%

運輸部門運輸部門
42%42%

一般廃棄物一般廃棄物
2%2%

家庭部門 　それぞれの家庭で取り組むことにより、大きな
効果となります。二酸化炭素排出量削減効果だけ
でなく、出費の節約にもなります。

点灯時間を１日 1 時間短く点灯時間を１日 1 時間短く

年間年間120120円の節約円の節約
（CO（CO22 削減量 2.1kg）削減量 2.1kg）

電球型 LED ランプへの取り換え電球型 LED ランプへの取り換え

（CO（CO22 削減量 43.9kg）削減量 43.9kg）
年間年間2,4302,430円の節約円の節約

冷蔵庫の中身を半分に冷蔵庫の中身を半分に

（CO（CO22 削減量 21.4kg）削減量 21.4kg）
年間年間1,1801,180円の節約円の節約

冬場の暖房温度を１℃下げる冬場の暖房温度を１℃下げる

（CO（CO22 削減量 25.9kg）削減量 25.9kg）
年間年間1,4301,430円の節約円の節約

夏場の冷房温度を１℃上げる夏場の冷房温度を１℃上げる

（CO（CO22 削減量 14.8kg）削減量 14.8kg）
年間年間820820円の節約円の節約

急加速の抑制急加速の抑制

（CO（CO22 削減量 194.0kg）削減量 194.0kg）
年間年間11,95011,950円の節約円の節約

アイドリングストップアイドリングストップ

（CO（CO22 削減量 40.2kg）削減量 40.2kg）
年間年間2,4802,480円の節約円の節約

内容 節約（円） CO₂削減量（kg）

テレビの視聴時間を１日１時間短く 450 8.2

給湯器の設定温度を40℃から38℃へ 1,430 19.7

シャワー（45℃）の時間を１分間短く 3,210 28.7

未使用時の温水洗浄便座のフタを閉める 940 17.0

出典：資源エネルギー庁

家庭でできるその他の取り組み

●再生可能エネルギーの導入
●営農型太陽光発電などの農業部門の
　再エネ推進
●森林等の適切な管理

産業部門
　本市の各産業別の排出量では、
農林水産業が 6 万 1 千 t、製造業が
４万２千 t、建設・鉱業が７千 t と
なっています。各業種で適切な取
り組みを選択する必要があります。

●「C
ク ー ル
OOL C

チ ョ イ ス
HOICE」の推進

　・クールビズ、ウォームビズの推進
　・高効率な照明や公共交通機関の利用
●建築物の省エネ性能向上

業務その他部門
　各事業所でのクールビズ・ウォー
ムビズの実施や、エネルギー効率
の良い設備の導入などを行うこと
によって温室効果ガス排出量の削
減につながります。

●ゼロカーボン・ドライブの普及
　（電気自動車等の採用、エネルギー
　  充てん施設の設置）
●公共交通機関の利用

運輸部門
　本市の温室効果ガス排出量の分
野別割合で最も大きいものは、自
動車からの排気ガスによる排出が
含まれる運輸部門です。

▼世界平均地上気温のシミュレーション

1950 2000 2050 2100〔年〕
-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0〔℃〕

 温室効果ガスの排出を温室効果ガスの排出を
 ほぼゼロにした場合 ほぼゼロにした場合

温室効果ガスを温室効果ガスを
排出し続けた場合排出し続けた場合

※ IPCC 第５次評価報告書第１作業部会報告書政策決定者向け要
　 約暫定訳（文部科学省及び気象庁）を基に作成
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